
■ 世界、東アジアとのつながり
世界、東アジアの記述を充実させ、日本と世界の歴史が相互に深くかかわっていること
や、文化や生活の多様性に気づくことができるようにしました。

世界から、東アジアから
歴史を見る

東アジアから、世界から
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イギリスの人びとは，長い間，職人が手作業でつくった毛
け

織
おり

物
もの

を着て

きました。18世紀には，インドから綿
めん

織
おり

物
もの

が輸入され，人気を集めま

した。あざやかな色に染
そ

まり，軽くて，洗
せん

濯
たく

しやすいからです。

イギリスでは，綿織物を速く，安く，大量に生産するために，新しい

機械が次々に発明されました。アークライトは水
すい

力
りょく

紡
ぼう

績
せき

機
き

を発明し，い

くつもの紡
ぼう

績
せき

工
こう

場
じょう

を経
けい

営
えい

しました。

蒸
じょう

気
き

機
き

関
かん

を動力に使うようになると，工場は町につくられるようにな

■ 手
て

作
さ

業
ぎょう

から機械へ

□1 糸車で羊毛から糸を紡
つむ
ぐ（1814年）

ロンドン

ブリストル

バーミンガム
マンチェスター

シェフィールド

ニューカッスル

グラスゴー

カーライル

リーズリバプール

人口10万人以上の工業都市
1852年の鉄道

□4 産業革命のころのイギリスのおもな都市

工場で働く子どもたち ̶産業革命̶（3）
少年が朝５時半から働く工場は，どのように変わっていくのか。労働者は何を求めるようになったか。

□3 世界で最初に営業した鉄道（1830年）／
スチーブンソンの設計した蒸気機関車が，マ
ンチェスター̶リバプール間を時速27kmで
走った。

□2 ミュール紡
ぼう
績
せき
機
き
（1830年代はじめ）／綿

めん
花
か
から一度に300本ほどの綿

めん
糸
し
を紡ぐ。

　７歳
さい

の男の子ブリンコウは，朝の５時前にベルで起こされます。麦が

ゆの朝食をかきこみ，寄
き

宿
しゅく

舎
しゃ

を出て，５時半には工場に入ります。綿
めん

花
か

から糸を紡
つむ

ぐ工場の中は，綿ぼこりがたちこめ，むし暑くて35℃になる

こともあります。腰
こし

をかがめて床
ゆか

をはいまわり，綿くずを掃除します。昼

に30分の食事時間をはさんで，夜の８時まで働きつづけます。疲
つか

れて

床にすわりこむと，監
かん

督
とく

のムチがとびました。

　事故は目の前で起こりました。10歳のメアリのエプロンが，回転する

機械の軸
じく

にはさまれ，体ごと巻
ま

き込
こ

まれたのです。片
かた

足
あし

を失った女の子

に，工場主は見
み

舞
まい

金
きん

さえ払
はら

いませんでした。1847年には，イギリスの

綿
めん

工
こう

場
じょう

の労働者の70％以上が，女性や18歳以下の子どもでした。

■ 蒸
じょう
気
き
と綿

わた
ぼこりの中で

明から優遇されアジアの
交易を担った琉球王国。
多彩な交易で栄え、独自
の文化が育ちました。 綿ぼこりの中で働くイギ

リスの子ども。綿織物と
蒸気船は、インドへ、ア
フリカへ、日本へと。

朝鮮通信使の大行列が
江戸に向かいます。豊か
な交流、外交、交易の姿
を描きます。
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